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1 はじめに
コンビュータの高性能化と低価格化によりコンビュータの普及は目覚しく、職場環境での事務処
理の効率化とペーパーレス化が急速に進んでいる。文、学内のコンピュータネットワークの整備も
図られイントラネットの構築が容易になった。この活用例として、平成 1 0 年度に Web ページから
「教職員・学生の名簿検索j 、「学問による教官検索j 及び「授業科目の検索」を実現するシステム
開発の相談を受け、検討を行った(詳細は技術報告集、 Vo1.4， 1998、福井大学技術部を参照)。この
システムは ASP (Active Server Pages) や SQL (Structured Query Language) でデータベース
サーバーに格納されている情報からユーザが必要な情報を抽出する比較的単純なものであった。
今回の研修では、データベースサーバーに保管されているデータの修正(レコードの追加、変更
或いは削除など)を最寄りのクライアントの Web ページから自由自在に操作する方法を学習した。
具体的な事例として、会議室や講義室等の使用状況を端末の Web ページから調べ、空いている施設
の使用計画を Web ページから申請する「施設予約システムj を開発した。
2 サーバーマシンの組立て
先ず、サーバーマシンとなるコンビュータは、 DOSN (IBM 
PC/AT 互換機)マシンを自作し、コンビュータの組立て技術も
習得することとした。 DOSNマシンは、マザーボード、 CPU、
メモリー、フロッピーディスク、ハードディスク、 SCSI カード、
CD-ROM、ビデオカード、 LAN カード及び電源内蔵のケース
の各種パーツ(表 1 参照)を組立て、電源を投入して動作確認、
BIOS の設定、 WindowsNT、 ドライパーやアプリケーションの
インストールなど一連の作業を行った。モニター、キーボード、
マウス及び外付けの MO は研究室にある備品を流用した。
3 データペースの設計
表 1 コンピュ}タ部品
CPU Cereron 600 
CPU クーラー N8-B
メモリー PC-100-128Mb 
マザーボード ATXCUV4X
ハードディスク MPE3136
CD-ROM 409X 
ビデオカード RAGE 
LAN カード XPES-PROI00
フロッピーディスク JU257A
ケース CK150ATX2.03
SCSI カード SC-UPCI 
予約システムで用いるテーブルは、申請者の氏名、連絡先、所属及びパスワードの集合である名
簿テーブル、申請者の所属区分の集合である所属テーブル、会議室等の施設の名称とその定員の集
合である施設テーブル及びユーザが予約情報を書き込む予約テーブル、これら 4種のテーブルのレ
コード間は相互に関連付け、情報管理するデータベースを作成した。更に Web 管理者が Web アプ
リケーションを保守管理する認証用の特殊なテーブルも別に設けた。
-79-
4 Web サイトの管理ファイル (global.asa)
global.asa ファイノレは、 Web サイト
を管理する特殊なファイルで、イベン
ト発生時にスクリプトを実行する。こ
のイベントには大きく 2種類あり、ア
プリケーションレベルのイベントとセ
ッションレベルのイベントである。こ
こで、アプリケーションレベルのイベ
ントは、 Web アプリケーションの開始
時と終了時に発生し Web アプリケー
ション全体に関わる初期化作業を行う。
また、セッションレベルのイベントは、
利用者の接続時と切断時に発生する。
図 1 は、ユーザ認証部分を表している。
この管理用ファイル global.asa のフ
ァイル名は固定的なもので、必ず仮想、
ディレクトリのルートに配置する必要
がある。
5 Web 管理者の毘E
Web サイトは接続しているユーザを特定する必要のある
Sub Session Onstart 
URLs=Split(Request.ServerVariables(“SCRIPT _NAME") ," f') 
page=LCase(URLs(Ubound(URLs))) 
use戸Request.Form(“user")
pass=Request.Form(“pass") 
Ifpage="logon.asp" then 
Set objConn=Server.CreateObject(“ADODB.Connection") 
Set objRecord=Server.CreateObject(“ADODB.Recordset") 
SQLs="SELECT * from WebAcc where “&“ Name= 帥
&user &“'and “&“Pass= “'&pass &“';" 
Application .Lock 
objConn.Open Application(“WebAcc") 
objRecord.Open SQLs,obj Conn,adOpenForwardOnly" 
adCmndText 
If Not(objRecord.EOF or objRecord.BOF) then 
URLs(U80und(URLs))="hosyu.asp" 
。同Record.Close 
Endlf 
objConn.Close 
Application. Unlock 
Response.Redirect join(URLs，γ，) 
Response.End 
EndIf 
EndSub 
図 1 global.asa ファイルの一部
Web アプリケーションも存在する。これは、ユーザごとに
サービスする内容を分けるために必要である。 Web アプリ
ケーションは一般的にインターネット標準の匿名アクセス
を前提に作成される。匿名アクセスとは個別にユーザ認証
を行わずに全てこの匿名ログオン専用アカウントで認証す
ることである。この状態でアクセスしたユーザは環境変数
LOGON_NAME にユーザ名が設定されない。ユーザ自身
はセッションにより区別できるが権限に関しては全て同ー
となる。Windows NT 上にユーザのアカウントを登録せ
ず、独自認証を通じてアクセス制限を行い、セッションの
サービス内容を分ける方法がある。この認証方法は、 Web
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図 2 Web 管理者の認証画面
アプリケーション側で global. asa を利用してユーザをまずログイン画面(図 2参照)に誘導する。
ユーザはログイン画面でユーザ名とパスワードを入力する。入力された情報を元にデータベースに
問い合わせてユーザ認証を行う手法である。この場合、サーバーとクライアントとの聞でやり取り
されるパケットを暗号化 (SSL) し、 HTTP プロトコルにセキュリティを付加することが望まれる。
6 Web アプリケーションの設計
研修は「施設予約システムJ の企画・設計を行いながら、デ}タベースのレコードの検索、追加、
変更及び削除の技術を修得した。構築した Web アプリケーションについて簡単に説明する。
-80-
6. 1 予約の情報
予約の状況は、「会議室等の使用申請書J の Web ページにおいて「カレンダーJ をクリックする
と 3 ヶ月分(図 3 参照)の施設予約状況が把握できる 。 「予約情報」をクリックして、今月、今年度
(図 4 参照)及び次年度の予約の詳細が表示される。 B-・E・ーー一一一一一ーー輔副蝿
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6. 2 予約の登録
この予約システムをはじめて利用するユ
ーザは、「会議室等の使用申請書J (図 5 参
照)の Web ページで、「名簿登録」をクリ
ックし、申請者の氏名、所属、連絡先及び
パスワードを登録する。パスワードは予約
の変更及び削除する場合のユーザ認証に利
用する。 名簿登録後は「更新J ボタンをク
リックすると名簿テーブルが更新される。
予約の登録は、申請者、施設や日時等の
必要事項を入力し「登録」ボタンをクリッ
クする。すると使用申請書の確認画面が表
示される。ここで申請内容に間違いがなけ
れば「実行J ボタンをクリックする。申請
書に矛盾がないと予約 ID が自動的に割り
振られる。ところが、データベースサーバ
ーに登録されている予約情報の内容と重な
ると、日時又は施設変更の警告画面が表示
され、申請書の画面に戻り、先に進まない
ように工夫してある。 更に、無効な日時や
施設定員オーバーの人員が入力された時も
同様に警告を発し、申請書の Web ページ
に戻り再度同じ操作を要求する。登録の結
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図 4 予約情報の表示例
図 5 予約システムの入力画面倒
果は、「予約情報j ボタンをクリックすると日時順にソートされて画面(図 4 参照)に表示される。
6. 3 予約の変更
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予約の変更は、予約申請の Web ページで変更する予約 ID、申請者の氏名及びパスワードを入力
する。よって、予約の変更と削除の処理については、予約を登録した申請者のみが実行権を持ち、
他人はその権利がない。ここで、予約 ID は予約情報(図 4参照)で調べることができる。次に変
更を希望する項目にデータを入力し、「変更j ボタンをクリックする。申請者の認証、変更内容の確
認があって予約テーブルの予約情報が修正される。先に述べた予約の登録と同様に入力された項目
のチェックが行われ矛盾があると予約申請の Web ページに戻り、再度同じ操作を要求する。
6. 4 予約の削除
予約の削除は、削除する予約 ID、申請者の氏名
及びパスワードを入力する。「削除j ボタンをクリ
ックすると申請者の認証、削除する予約内容の確
認があって、予約テープルから予約が抹消される。
6. 5 予約の保守
予約システムの保守は、「保守」ボタンをクリッ
クすると、先ず Web 管理者の認証が行われる。従
って、ここの処理は Web 管理者のみが権限を持ち、
デ、ータベースサーバーに保存されているテーブル
のレコードの追加、変更及び削除などを定期的に
行うことを想定している。具体的には、名簿テー
プル(図 6 参照)、所属テーブル並び施設テーブル
のレコードの保守作業である。更に申請者が Web
ページから作成した予約テーブルの初期化、不要
となったデータの削除などの保守作業もできる。
7 おわりに
コンピュータネットワーク上のコンピュータか 図 6 名簿テーブルの保守
らサーバーにある膨大な共有資源の有効利用、事務の効率化が急速に図られると思われる。今回の
研修は、ユーザがデータベースサーバーに保管されているデータを Web ページから自由自在に操作
する方法について学んだ。身近な課題として「施設予約システムj を取り上げ具体的に検討した。
この予約システムは、ユーザが施設の使用計画をクライアントの wwwブラウザから直接申請する
システムで、事務処理の簡素化を図る一つの提案である。しかし、 www のサイト情報を単に検索
するシステムと違って、不特定のユーザがデータベースサーバーにあるデータを直接操作するため、
ユーザ認証とネットワーク上のセキュリティについて更なる研修が必要である。又、研修に使用し
たサーバーマシンは、コンピュータの部品を調達し自作したので製作技術も合わせて修得できた。
最後に、研修の遂行にあたりご理解を頂いた谷口秀次助教授、森幹男助手に感謝申し上げます。
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